
ⅠⅠ．第９回委員会の検討結果の振り返り．第９回委員会の検討結果の振り返り

(1) 宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ．．．．．．．． 1

(2) 宮崎海岸保全の基本方針．．．．．．．．．．．．． 2

(3) 宮崎海岸の侵食対策(案) 第9回委員会時点(平成23年8月22日)．． 4

(4) 宮崎海岸の侵食対策(案)の決定事項及び検討事項．． 5

資料１０-Ⅰ

第１０回 宮崎海岸侵食対策検討委員会



宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ

前提条件の整理

対策検討の考え方の整理

侵食対策の検討、計画

区域毎の特性の検討

目標の設定

・緊急的な取り組み、中長期的な
取り組みについて整理

・海岸の現状、侵食要因の整理
・侵食メカニズムの整理

・区域分類の検討
・区域毎の特性を検討・整理
（防護・利用・環境等）

・区域毎の特性を踏まえ、
目標を設定

・実績のある施設（養浜含む）や、
市民から提案のあった施設等
について機能を検討、評価

各施設等の機能の検討

・養浜または、養浜と施設の組み合
わせ（配置、規模）を検討、計画

・実施可能な構造、素材を検討

平成２１年度まで

平成２２年度以降
養浜および養浜以
外の工法の検討・
実施（第２次工法）

試験養浜の実施（第１次工法） → 養浜の検討 （養浜供給源、供給可能量、方法、費用等）
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宮崎海岸保全の基本方針（案）宮崎海岸保全の基本方針（案） 第第99回委員会時点回委員会時点((平成平成2323年年88月月2222日日))
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※第9回 宮崎海岸侵食対策検討委員会での公表資料(赤字：修正点)

→“国土”に修正

→“とも”に修正

→浜幅50m確保による防
護イメージを追加

第9回委員会において、以下の基本方針(案)を示し、修正意見を頂いた。



宮崎海岸保全の基本方針宮崎海岸保全の基本方針 - 3 -

浜幅 50m 確保による防護イメージ 

浜幅狭小

浜幅50m 浜幅50mを確保すると波浪
が減衰して護岸・浜崖に達し、
護岸・浜崖の高さを越えず、
背後地に越波は生じない。

対策実施

浜幅が狭いと波浪が減衰せ
ずに護岸・浜崖に達し、その
高さを越えて、背後地に越波
が発生。

既往最高潮位＋30年確率波高

既往最高潮位＋30年確率波高

宮崎海岸の平均潮位

宮崎海岸の平均潮位

対策前 

対策後 

土砂量を回復・維持 



宮崎海岸の侵食対策宮崎海岸の侵食対策((案案)) 第第99回委員会時点回委員会時点((平成平成2323年年88月月2222日日))
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第9回委員会において、以下の侵食対策(案)を示した。



第９回委員会から技術分科会に検討を付託した事項：

宮崎海岸の侵食対策（案）の決定事項及び検討事項宮崎海岸の侵食対策（案）の決定事項及び検討事項 - 5 -

第９回委員会での決定事項： 整備メニュー ＝ 養浜、突堤、隠し護岸 の３つのセット

決定事項

・突堤の規模、構造、施工順序等

・隠し護岸の具体的な構造、安全性等

第９回委員会において、「突堤の長さをもっと短くできないか」「隠し護岸は、アカウミ
ガメ、海岸利用者の安全性に配慮して設置してもらいたい」等の意見を受け、以下の事項の
検討を技術分科会へ付託した。

検討事項


